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事業報告および決算
　

平
成
26
年
度
は
「
地
域
の

つ
な
が
り
、
支
え
合
い
を
実

感
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
地
域
福
祉
の
構

築
、
介
護
保
険
事
業
な
ど
の

運
営
の
健
全
化
、
収
益
事
業

の
充
実
強
化
、
運
営
基
盤
の

強
化
の
４
項
目
を
重
点
目
標

に
掲
げ
て
事
業
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。

◆
地
域
福
祉
事
業

　

町
内
全
行
政
区
で
開
催
さ

れ
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
・
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」
は
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
が
住
み
な
れ
た

家
や
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
福
祉

協
力
員
は
じ
め
区
長
、
民
生

委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
の
献
身
的
な
活
動
に
よ

り
、
年
間
延
べ
１
８
１
回
の

開
催
、
５
９
１
９
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、子
育
て
サ
ロ
ン
は
、

地
域
の
協
力
に
よ
り
す
で
に

４
つ
の
行
政
区
（
庄
区
、
乙

犬
区
、
田
中
区
、
津
波
黒

区
）
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
26
年
度
は
新
し
く
和

田
区
の
公
民
館
で
も
始
ま
り

ま
し
た
。
年
間
述
べ
１
０
４

回
、
９
５
３
組
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　セ
ン
タ
ー
事
業

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
登
録
者
は
４
６
２
人
と
な

り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
支
援
の
一
環
と
な
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
に
つ

い
て
は
、
折
り
紙
講
座
や
お

も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
養
成
講
座

な
ど
、
多
く
の
講
座
を
開
催

し
、
地
域
を
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
担
い
手
育
成

に
努
め
ま
し
た
。

◆
高
齢
者
福
祉
事
業

し
る
ば
ァ
大
学
・
高
齢
者

の
集
い
な
ど
、
高
齢
者
を
対

象
に
し
た
催
し
を
と
お
し

て
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
参

加
者
同
士
の
交
流
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
安
否
確
認
の
た
め
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ
乳

酸
菌
飲
料
の
配
布
を
行
い
ま

し
た
。

◆
障
が
い
者
福
祉
事
業

　

知
的
障
が
い
者
の
余
暇
活

動
お
よ
び
家
族
の
介
護
負
担

軽
減
の
た
め
、
音
楽
と
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と

し
た
「
す
ま
い
る
サ
ロ
ン
」、

子
ど
も
向
け
の
「
す
ま
い
る

サ
ロ
ン
・
キ
ッ
ズ
」
な
ど
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

移
送
サ
ー
ビ
ス
（
車
イ
ス

送
迎
車
・
リ
フ
ト
カ
ー
の
貸

出
）
は
年
間
１
１
４
件
の
利

用
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
歳

末
助
成
や
、
心
身
障
害
児
・

者
親
の
会
（
栗
の
実
会
）、

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
へ
の

助
成
を
行
い
ま
し
た
。

◆
子
育
て
支
援
事
業

　

抱
っ
こ
法
講
習
会
や
幼
児

安
全
法
講
習
会
、
父
親
子
育

て
講
座
な
ど
の
講
座
を
開
催

し
、
子
育
て
中
の
方
の
負
担

軽
減
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
交

流
の
た
め
の
機
会
を
設
け
ま

し
た
。
子
育
て
に
関
す
る
情

報
を
ま
と
め
た
「
ぐ
り
っ
こ

だ
よ
り
」
を
作
成
し
、
全
29

か
所
で
配
布
し
ま
し
た
。

◆
福
祉
育
成
事
業

　
「
夏
休
み
福
祉
体
験
教
室
」

や
、
小
・
中
学
校
の
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
で
の
福

祉
学
習
支
援
を
行
い
、
高
齢

者
や
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の

理
解
を
深
め
、
福
祉
の
こ
こ

ろ
を
育
て
る
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

◆
児
童
福
祉
事
業

　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育

成
に
役
立
て
て
も
ら
う
た

め
、
町
内
の
私
立
認
可
保
育

所
（
３
園
）
に
福
祉
文
庫
・

遊
具
の
助
成
を
行
い
ま
し

た
。
小
学
校
５
年
生
へ
の
福

祉
教
育
読
本
の
配
付
、
福
祉

協
力
校
へ
の
助
成
、
子
ど
も

育
成
会
へ
の
助
成
な
ど
も
行

い
ま
し
た
。

◆
会
員
制
度

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　

厳
し
い
社
会
状
況
の
中
、

各
行
政
区
の
役
員
を
は
じ
め

関
係
の
方
々
の
精
力
的
推
進

と
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
、
自
主
財
源
の
確
保
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
介
護
保
険
事
業

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
連
携
を
強
め
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
が
各
家
庭
を
訪
問
し
、

日
常
生
活
の
支
援
・
介
護
を

行
い
、
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

平成26年度決算（資料は閲覧できます）( 単位：円 )

会　　計 収　入 支　出 当期末支払資金残高

社会福祉事業 86,170,875 85,853,936 81,010,735

収益
事業

衣裳貸出事業 3,428,123 3,697,320 9,738,996

仏舎利殿 1,607,636 1,026,338 5,914,432

葬祭事業 34,832,341 32,187,139 25,147,296

合　　計 126,038,975 122,764,733 121,811,459

役
員
の
選
任
（
敬
称
略
）

退
任
役
員
（
敬
称
略
）

理
事
（
13
人
）

会
長

　

今
泉
正
敏（
学
識
経
験
者
）

副
会
長

　

大
久
保
信
也
（
区
長
会
）

　

草
場
一
律（
学
識
経
験
者
）

理
事

　

松
本
忠
昭
（
区
長
会
）

　

八
尋
博
道
（
区
長
会
）

　

水
間
忠
義
（
区
長
会
）

　

松
永
金
吾

   （
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

　

松
本
秀
治
（
民
生
委
員
・  

          

児
童
委
員
協
議
会
）

　

山
下
久
代
（
町
ボ
ラ
ン

        

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
）

　

栁
竜
一
（
学
識
経
験
者
）

　

石
川
忠
弘（
学
識
経
験
者
）

　

草
場
俊
爾（
学
識
経
験
者
）

　

井
上
勝
則
（
行
政
）

監
事

　

中
島
京
子
（
民
生
委
員
・

           

児
童
委
員
協
議
会
）

　

大
塚
哲
雄
（
行
政
）

　

理
事
・
監
事
・
評
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
皆

さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
29
年
５
月
24
日

ま
で
で
す
。

評
議
員
（
27
人
）

区
長
会

　

印
和
博　

神
宮
鹿
男

　

三
舩
武
四
朗　

郡
嶋
正
弘

　

安
藤
修
一　

柳
池
達
美　

　

阿
部
正
明　

山
下
登
志
朗

　

横
山
直
志　

古
屋
英
昭　

　

下
薗
正
博　

郷
原
誠
一　

　

江
頭
文
雄　

村
嶋
憲
吾　

　

栗
須
仁　
　

原
岡
豊
美　

　

澁
谷
剛　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

　

大
久
保
勝
則　

白
石
淳
子

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　

本
田
正
雄

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

渕
上
勲

町
商
工
会

　

二
宮
一
雄

町
身
障
協
会

　

合
屋
吉
晴

学
識
経
験
者

　

栗
須
幸
夫　

安
河
内
正
邦

　

前
田
邦
利　

横
山
安
光

　

上
記
の
よ
う
な
事
業
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

支
援
が
必
要
で
す
。　
　

　

篠
栗
町
の
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
現
在
各
地
区
役
員
の
方
が
、
会
員
加
入
の

依
頼
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
家
庭
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
協

力
い
た
だ
く
会
費
は
、
年
間
で
次
の
金
額
で
す
。

　

特
別
会
員
１
口　

１
万
円

　

賛
助
会
員
１
口　

１
０
０
０
円

　

普
通
会
員
１
口　

５
０
０
円　

※
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
会
員
加
入
さ
れ
た
皆
さ
ま
の

　

広
報
掲
載
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

平成26年度

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

社
会
福
祉
法
人
篠
栗
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長

　今
泉

　正
敏

社
会
福
祉
法
人
篠
栗
町
社
会
福
祉
協
議
会

前
会
長

　花
田

　兎
一

　

平
成
27
年
5
月
25
日
付
で

篠
栗
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

会
長
に
選
任
さ
れ
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
が
し
て
お
り

ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、「
互
い
に
支
え
合
い
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
福
祉

の
ま
ち
、
篠
栗
づ
く
り
」
と

い
う
目
標
に
向
け
、
誠
心
誠

意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
地
域
福
祉
活
動

計
画
を
策
定
す
る
年
度
で

す
。こ
の
計
画
を
基
に
し
て
、

地
域
に
埋
も
れ
た
生
活
課

題
、
福
祉
課
題
に
対
応
で
き

る
組
織
・
地
域
づ
く
り
、
事

業
展
開
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
篠
栗
町
社
会
福

祉
協
議
会
の
会
長
を
退
任
い

た
し
ま
し
た
。
８
年
間
、
皆

様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
に
よ
り
、
篠
栗
の
す

ば
ら
し
さ
に
触
れ
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
会
長
の
下
、
地
域
福
祉

活
動
が
よ
り
一
層
強
く
展
開

さ
れ
、
町
民
の
方
々
か
ら
さ

ら
な
る
信
頼
を
得
ら
れ
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。
最
後
に
、
町

民
の
方
々
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
祈
念
し
て
、
退
任
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

５月 18日（月）、オアシス篠栗で理事会・評議員会が開催され、平成 26年度の事業報告および決算
が承認されました。

◆
衣
裳
貸
出
事
業

　

男
性
着
付
け
教
室
を
開
催

し
、
着
物
へ
の
関
心
や
理
解

を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

新
聞
折
込
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
の
広
報
活
動
を

行
い
、
町
外
へ
の
衣
裳
室
の

周
知
に
努
め
ま
し
た
。

◆
仏
舎
利
殿
管
理
運
営
事
業

　

利
用
者
に
安
心
し
て
利
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
整
備
・

維
持
管
理
に
努
め
ま
し
た
。

◆
葬
祭
事
業

　

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
効
率
的
運
営
に
努
め
ま
し

た
。

会
長
／
花
田
兎
一

副
会
長
／
岩
尾
隆
浩

　
　
　
　

松
井
秋
吉

理
事
／
山
下
登
志
朗

　

合
屋
直
行　

安
河
内
正
邦

評
議
員
／
大
久
保
信
也　

　

下
薗
幸
勝　

三
代
光
祐　

　

松
本
忠
昭　

安
部
明　

　

八
尋
博
道　

岸
本
哲
也　

　

水
間
忠
義　

髙
濱
仁
志　

　

畠
江
正
純

　

篠
栗
町
の
福
祉
向
上
へ
の

ご
尽
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ご
指

導
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

会
長
退
任
あ
い
さ
つ

「
社
協
だ
よ
り
」
は
次
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す


